
広報まつやま 2011（平成23）年１月１日号（6）

日 ＝日時・期日 会 ＝会場 内 ＝内容 対 ＝対象 定 ＝定員 申 ＝申し込み方法 問 ＝問い合わせ先 ＝eメール ＝ホームページ ※時間は24 
時間表記 

※先着順と記載の場合 
は発行日から受付開始 

※住所と記載の場合 
は郵便番号も明記 

応募多数の 
場合は抽選 料 ＝料金 記載のない 場合は無料 

作
成
・
表
計
算
）
が
で
き
、
地
方

公
務
員
法
第
16
条
各
号
に
該
当
し

な
い
人

※
現
在
ま
た
は
過
去
に
市
臨
時
職

員
（
行
政
委
員
会
、
事
務
組
合
な

ど
も
含
む
）
で
あ
っ
た
人
は
受
験

不
可

□定
80
人
程
度

【
１
次
試
験
】

課
題
論
文
に
よ
る
書
類
選
考

（
１
月
下
旬
に
選
考
結
果
通
知
）

※
論
文
課
題
・
勤
務
条
件
な
ど
詳

し
く
は
実
施
要
領
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
人
事
課
〈
市
役
所
本
館
４

階
〉
・
本
館
１
階
案
内
・
支
所
な

ど
に
あ
り
）
を
確
認

【
２
次
試
験
】

□日
２
月
５
日
g
ま
た
は
６
日
a
８

時
30
分
〜

□会
市
役
所
本
館
11
階
大
会
議
室

□内
筆
記
（
一
般
教
養
）、
口
述
試
験

□申
１
月
４
日
c
〜
14
日
f
（
消
印

有
効
）。
直
接
ま
た
は
郵
送
（
簡

易
書
留
で
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職

員
申
し
込
み
」
と
朱
書
き
）
で
、

課
題
論
文
（
Ａ
４
縦
書
き
の
原
稿

用
紙
に
直
筆
で
８
０
０
字
程
度
）

と
履
歴
書
（
Ａ
４
判
・
３
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
添
付
）
を
〒

790
８
５
７
１
人
事
課
へ

□問
人
事
課
1
948
６
９
４
０
・
5
934

９
２
０
５

幼
稚
園
の
臨
時
教
諭

□内
職
務
内
容
＝
学
級
担
任
▼
勤
務

場
所
＝
市
立
幼
稚
園
▼
勤
務
期

間
＝
４
月
以
降
の
代
替
教
諭
必
要

時
か
ら
６
カ
月
（
更
新
あ
り
・
最

魚
の
さ
ば
き
方
料
理
教
室

□日
１
月
20
日
e
10
〜
13
時

□会
水
産
市
場
（
三
津
ふ
頭
）
調
理

室
（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

□内
魚
の
さ
ば
き
方
を
基
本
に
１
匹

丸
ご
と
調
理
す
る
料
理
教
室

□対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
す
る
20
〜
49
歳
の
人

（
原
則
年
度
内
１
人
１
回
）

□定
20
人
（
先
着
順
）

□料
５
０
０
円

□申
１
月
13
日
e
（
必
着
）。
電
話
・

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・ｅ
メ
ー
ル
。「
１

月
20
日
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

〒
791
８
０
６
０
三
津
ふ
頭
１
―
２

水
産
市
場
運
営
協
議
会
事
務
局

（
市
場
管
理
課
内
）

s-kaitou@
city.m

atsuyam
a.ehim

e.jp

へ

□問
水
産
市
場
運
営
協
議
会
事
務
局

1
951
２
３
１
１
・
5
951
４
８
８
８

究
極
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
世
界
旅

□日
１
月
23
日
a
13
時
30
分
〜
15
時

（
13
時
開
場
）

□会
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
湊
町
七
丁
目
）
コ
ス
モ
シ
ア
タ
ー

□内
世
界
を
自
転
車
で
旅
す
る
エ
コ

伝
道
師
・
松
本
英
揮
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

市
や
世
界
の
エ
コ
の
現
状
」

□申
１
月
21
日
f
ま
で
。
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
。
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
〒
790
８
５
７
１

環
境
事
業
推
進
課
　kankyouj

＠

city.m
atsuyam

a.ehim
e.jp

へ

□問
環
境
事
業
推
進
課
1
948
６
９
６

０
・
5
934
１
８
６
１

庚
申
庵
講
座

■
地
域
文
化
講
座

□日
１
月
23
日
a
14
時
〜
15
時
30
分

□会
庚
申
庵
史
跡
庭
園

□内
「
江
戸
時
代
の
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
愛
媛
大
学
・
神
楽
岡

幼
子
准
教
授
に
よ
る
講
座

□対
市
内
在
住
の
人

□定
20
人

□料
７
０
０
円
（
資
料
代
を
含
む
）

□申
１
月
15
日
g
（
必
着
）

■
学
び
ス
ト
講
座

□日
１
月
30
日
a
14
時
〜
15
時
30
分

□会
庚
申
庵
史
跡
庭
園

□内
「
伊
予
18
世
紀
の
俳
人
」
を
テ

ー
マ
に
松
山
東
雲
女
子
大
学
・
松

井
忍
教
授
に
よ
る
講
座

□定
20
人

□料
５
０
０
円
（
資
料
代
を
含
む
）

□申
１
月
24
日
b
（
必
着
）

〈
申
し
込
み
〉

締
め
切
り
日
ま
で
に
、
は
が

き
・
フ
ァ
ク
ス
。
参
加
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
〒
790
０
８
１
４
味
酒
町
２
丁
目

６
―
７
庚
申
庵
史
跡
庭
園
「
○
○

講
座
係
」
へ

□問
庚
申
庵
史
跡
庭
園
1
915
２
２
０

４
・
5
932
０
１
２
０

第
4
回
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

起
業
特
訓
セ
ミ
ナ
ー

□日
１
月
21
日
f
①
基
調
講
演
＝
10

時
30
分
〜
12
時
②
個
別
集
中
セ
ミ

ナ
ー
＝
13
時
30
分
〜
15
時
③
個
別

勉
強
相
談
会
＝
15
時
30
分
〜
17
時

□会
シ
ュ
ロ
ス
日
銀
前
（
三
番
町
四

丁
目
）
４
階
会
議
室
１

□内
㈱
船
井
総
合
研
究
所
・
菊
池
功

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
部
長
に
よ
る
講
演
『
異

業
種
こ
そ
、「
省
エ
ネ
＆
新
エ
ネ
」

ビ
ジ
ネ
ス
を
仕
掛
け
な
さ
い
！
』

□対
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る

市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
者
ら

□定
①
１
０
０
人
②
20
人
③
５
社

□申
③
は
１
月
６
日
e
①
②
は
20
日

e
ま
で
に
、
電
話
で
星
企
画
㈱
へ

□問
星
企
画
㈱
1
956
３
５
５
５
・
5

956
３
５
５
６
、
地
域
経
済
課
1
948

６
７
１
０
・
5
934
１
８
４
４

ま
つ
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
2
0
1
1

□日
１
月
22
日
g
・
23
日
a
。
い
ず

れ
も
10
〜
16
時

□会
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
湊
町
七
丁
目
）
プ
ラ
ザ
ほ
か

□内
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
子
ど
も
ク
ラ
フ
ト
体
験
、

環
境
年
賀
状
優
秀
作
品
表
彰
式
、

エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
ほ
か

□問
環
境
事
業
推
進
課
1
948
６
４
３

４
・
5
934
１
８
６
１

は
じ
め
て
の
パ
パ
・
マ
マ

の
た
め
の
教
室

□日
１
月
26
日
d
18
時
30
分
〜
21
時

□会
市
保
健
所
（
萱
町
六
丁
目
）

□内
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

の
実
習
や
「
親
が
親
に
な
る
と
き
」

と
題
し
て
の
講
演

□対
出
産
予
定
日
が
平
成
23
年
２
月

24
日
〜
６
月
15
日
で
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
初
妊
婦
と
夫
（
原
則

夫
婦
参
加
）

□定
50
組
（
先
着
順
）

□申
１
月
12
日
d
〜
14
日
f
ま
で
に
、

電
話
で
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ

□問
健
康
づ
く
り
推
進
課
1
911
１
８

１
３
・
5
925
０
２
３
０

は
じ
め
て
の
マ
マ
の
た
め

の
教
室

□日
２
月
８
日
c
・
15
日
c
。
い
ず

れ
も
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

□会
市
保
健
所
（
萱
町
六
丁
目
）

□内
母
乳
に
つ
い
て
の
講
演
、
子
育

て
体
験
の
実
習
な
ど

□対
出
産
予
定
日
が
平
成
23
年
３
月

16
日
〜
７
月
25
日
で
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
初
妊
婦

□定
60
人
（
先
着
順
）

□申
１
月
21
日
f
ま
で
に
、
電
話
で

健
康
づ
く
り
推
進
課
へ

□問
健
康
づ
く
り
推
進
課
1
911
１
８

１
３
・
5
925
０
２
３
０

任
期
付
職
員
（
育
児
休
業

職
員
の
代
替
職
員
）

任
期
付
職
員
と
は
、
任
期
が
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
育
児
休
業

を
取
得
で
き
な
い
こ
と
以
外
は
、

原
則
、
正
職
員
と
同
様
（
勤
務
時

間
、
休
暇
、
服
務
、
災
害
補
償
な

ど
）
に
勤
務
す
る
職
員
で
す
。

□内
職
務
内
容
＝
一
般
事
務
職
▼
勤

務
場
所
＝
市
長
の
事
務
部
局
ま
た

は
行
政
委
員
会
な
ど
▼
勤
務
期

間
＝
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
状

況
に
応
じ
て
採
用
▼
受
験
資
格
＝

公
的
機
関
な
ど
で
の
一
般
事
務
経

験
が
お
お
む
ね
１
年
以
上
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文
書
作

成
、
表
計
算
）
が
で
き
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
各
号
に
該
当
し
な

い
人

□定
８
人
程
度

【
１
次
試
験
】

□日
１
月
30
日
a
８
時
30
分

□会
市
役
所
本
館
11
階
大
会
議
室

□内
筆
記
試
験
（
一
般
教
養
）
・
適

性
検
査
・
口
述
試
験

【
２
次
試
験
】

□日
２
月
13
日
a
８
時
30
分

□内
口
述
試
験

□申
１
月
４
日
c
〜
14
日
f
（
消
印

有
効
）。
直
接
ま
た
は
郵
送
（
簡

易
書
留
で
封
筒
の
表
に
「
受
験
」

と
朱
書
き
。
返
信
先
を
明
記
し
80

円
切
手
を
張
っ
た
長
３
サ
イ
ズ
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
）。
採
用
試

験
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

人
事
課
〈
市
役
所
本
館
４
階
〉
・

本
館
１
階
案
内
所
・
支
所
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
）
を

〒
790
８
５
７
１
人
事
課
へ

※
勤
務
条
件
な
ど
詳
細
は
実
施
要

領
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
人
事

課
・
本
館
１
階
案
内
所
・
支
所
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
）
を
確
認

□問
人
事
課
1
948
６
９
４
０
・
5
934

９
２
０
５

臨
時
職
員
（
一
般
事
務
補
助
）

□内
職
務
内
容
＝
一
般
事
務
補
助
▼

勤
務
場
所
＝
市
長
の
事
務
部
局
ま

た
は
行
政
委
員
会
な
ど
▼
勤
務
期

間
＝
６
カ
月
（
勤
務
成
績
に
よ
り

更
新
あ
り
・
最
長
２
年
）
▼
賃

金
＝
月
額
14
万
１
０
０
円
（
平
成

22
年
12
月
１
日
現
在
）、
通
勤
手

当
な
ど
あ
り

□対
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文
書

長
２
年
間
）
▼
勤
務
時
間
＝
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
（
休
憩
１
時
間

含
む
）
▼
賃
金
＝
月
額
17
万
２
２

０
０
円
（
平
成
22
年
12
月
１
日
現

在
）、
通
勤
手
当
、
社
会
保
険
な

ど
あ
り

□対
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
つ
人

□定
１
人
程
度

□申
１
月
20
日
e
（
必
着
）。
直
接

ま
た
は
郵
送
で
履
歴
書
（
Ａ
３

判
・
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔

写
真
添
付
）
と
作
文
（
志
望
動
機

ま
た
は
今
ま
で
の
職
務
経
験
で
得

た
こ
と
な
ど
を
Ａ
４
縦
書
き
の
原

稿
用
紙
に
直
筆
で
４
０
０
字
程

度
）、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
の
写

し
を
〒
790
０
０
０
３
三
番
町
六
丁

目
６
―
１
　
学
校
教
育
課
（
市
役

所
第
４
別
館
３
階
）
へ

※
面
接
日
時
な
ど
は
、
後
日
通
知

□問

学
校
教
育
課
1
948
６
８
７

２
・
5
934
１
８
１
５

交
通
事
故
相
談
員
（
非
常

勤
嘱
託
職
員
）

□内
職
務
内
容
＝
交
通
事
故
相
談
業

務
▼
勤
務
場
所
＝
市
民
相
談
課

（
市
役
所
本
館
１
階
）
▼
勤
務
期

間
＝
４
月
〜
（
勤
務
成
績
に
よ
り

更
新
あ
り
・
最
長
３
年
）
▼
勤
務

時
間
＝
１
日
７
時
間
45
分
▼
賃

金
＝
月
額
15
万
５
７
０
０
円
（
平

成
22
年
12
月
１
日
現
在
）、
通
勤

手
当
、
社
会
保
険
な
ど
あ
り

□対
交
通
事
故
紛
争
処
理
ま
た
は
交

通
事
故
相
談
業
務
に
３
年
以
上
従

事
し
た
こ
と
が
あ
り
、地
方
公
務
員

法
第
16
条
各
号
に
該
当
し
な
い
人

□定
１
人

□申
１
月
17
日
b
〜
31
日
b
（
必

着
）。
直
接
ま
た
は
簡
易
書
留
で

履
歴
書
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
顔
写
真
添
付
）
を
〒
790
８
５
７

１
市
民
相
談
課
へ

※
２
月
14
日
b
に
面
接
予
定
。
時

間
な
ど
は
後
日
、
通
知

□問
市
民
相
談
課
1
948
６
７
０
４
・

5
934
１
７
６
８

市県民税（4期）
国民健康保険料（8期）
介護保険料（8期）
普通徴収分

納付は便利な口座振替で

1月の納期

募
　
集

食中毒にご注意を!!

□問市民相談課 
　 1948－6382・5934－1768

借り入れや返済の悩みは、 
早めに相談を！！ 
　多額の債務を負ったり、多重債
務に陥った場合は、１日も早く、
借金問題の解決・生活の立て直し
に向けた一歩を踏み出しましょう。 
　市では多重債務などに関する弁
護士、司法書士およびファイナン
シャルプランナーによる相談を実
施しています。
（無料・秘密
厳守） 
　一人で悩ま
ず、相談しま
しょう。 

講
座
・
講
演

催
　
し

福
祉
・
保
健

（教）

（教）
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聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

く
ら
し
セ
ミ
ナ
ー

□日
１
月
17
日
b
13
時
30
分
〜
15
時

30
分

□会
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
（
若
草
町
）

多
目
的
室
１

□内
市
職
員
に
よ
る
講
演
「
松
山
の

水
を
知
ろ
う
考
え
よ
う
」

※
手
話
・
要
約
筆
記
あ
り

□対
市
内
在
住
の
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
人（
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
不
問
）

□問
手
話
生
活
相
談
室
1
921
２
１
４

３
・
5
921
２
１
４
２（
月
〜
金
曜
日

は
９
〜
17
時
、土
曜
日
は
12
時
ま
で
）

「
ド
ク
タ
ー
と
ゆ
っ
く
り

話
そ
う
」
育
児
健
康
塾

□日
２
月
１
日
c
14
時
〜
15
時
30
分

□会
市
保
健
所
・
消
防
合
同
庁
舎（
萱

町
六
丁
目
）
２
階

□内
松
山
赤
十
字
病
院
・
小
谷
信
行

小
児
科
第
一
部
長
に
よ
る
講
話

「
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
集
団
生

活
の
準
備
」

□対
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
保
護
者

□定
30
人

□申
１
月
12
日
d
〜
22
日
g
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
相
談
室
へ

□問
子
育
て
支
援
相
談
室
1
922
２
３

９
９
・
5
922
２
１
５
０

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

医
療
相
談
会

□日
１
月
30
日
a
10
〜
12
時

□会
市
保
健
所
（
萱
町
六
丁
目
）

□内
医
師
に
よ
る
講
演
、座
談
会
な
ど

□対
20
歳
未
満
の
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候

群
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

□申
１
月
27
日
e
ま
で
に
電
話
で
健

康
づ
く
り
推
進
課
へ

□問
健
康
づ
く
り
推
進
課
1
911
１
８

７
０
・
5
925
０
２
３
０

松
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
講
座

□日
□内
左
表
の
と
お
り

□会
い
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
し
み
ず

□対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
す
べ

て
の
講
座
を
受
講
で
き
る
人

□申
２
月
２
日
d
（
必
着
）。
往
復
は

が
き
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
受
講

動
機
、
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
を

〒
790
０
８
２
３
清
水
町
三
丁
目
15

い
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
「
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
講
座
希
望
」
係
へ

□問
い
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
し
み

ず
1
・
5
923
１
３
５
５

離
職
者
に
住
宅
手
当
を
支
給

離
職
に
よ
っ
て
、
住
宅
を
喪
失

ま
た
は
喪
失
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

就
職
活
動
の
意
欲
が
あ
る
人
を
対

象
に
６
カ
月
を
限
度
に
住
宅
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

□内
単
身
世
帯
＝
３
万
２
０
０
０
円

▼
複
数
（
２
〜
６
人
）
世
帯
＝
４
万

２
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
上
限
額
）

□対
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離

職
し
、
原
則
収
入
が
な
く
、
離
職

前
は
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い

た
▼
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
▼
生
計

を
一
と
す
る
同
居
親
族
の
預
貯
金

合
計
が
単
身
世
帯
＝
50
万
円
以

下
、
複
数
世
帯
＝
１
０
０
万
円
以

下
▼
住
宅
手
当
支
給
期
間
中
に
、

公
共
職
業
安
定
所
の
職
業
相
談
と

市
就
労
支
援
員
の
支
援
を
受
け
、

週
に
１
回
求
人
先
へ
応
募
を
す
る

な
ど
の
就
職
活
動
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

□申
直
接
、
申
請
書
（
住
宅
手
当
受

付
窓
口
〈
市
役
所
第
２
別
館
３
階
〉

に
あ
り
）、本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
な
ど
を
住
宅
手
当
受
付
窓
口
へ

※
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□問
生
活
福
祉
課
・
住
宅
手
当
受
付

窓
口
1
921
０
３
１
６
・
5
921
０
３

１
８平

成
22
年
度
ふ
ぐ
取
扱
者

試
験

□日
①
学
科
試
験
＝
２
月
15
日
c
13

時
30
分
②
実
技
試
験
＝
３
月
18
日

f
10
時

□会
①
県
庁
（
一
番
町
四
丁
目
）
②

愛
媛
調
理
製
菓
専
門
学
校
（
旭
町
）

□対
市
内
在
住
の
人

□申
１
月
４
日
c
〜
14
日
f
（
消

印
有
効
）。
直
接
（
土
・
日
・
祝

東
京
・
男
子
学
生
寮
「
常
盤
学

舎
」
平
成
23
年
度
寮
生
募
集

「
坂
の
上
の
雲
」
の
主
人
公
の

秋
山
兄
弟
や
正
岡
子
規
ゆ
か
り
の

「
常
盤
学
舎
」
に
入
り
ま
せ
ん
か

□内
【
所
在
地
】
〒
203
０
０
５
４
東

京
都
東
久
留
米
市
中
央
町
１
丁
目

18
―
17
【
建
物
】
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
５
階
建
て
▼
風
呂
・
シ
ャ
ワ

ー
・
洗
濯
場
・
ト
イ
レ
は
共
同
▼

全
室
南
向
き
・
床
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

【
交
通
】「
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
」
〜
西
武

池
袋
線
「
東
久
留
米
駅
」
〜
徒
歩

10
分
・
バ
ス
５
分
【
入
寮
費
】
９

万
円
（
入
寮
時
に
支
払
い
）【
寮
費

月
額
】
４
畳
＝
３
万
円
▼
４
畳
を

２
部
屋
使
用
お
よ
び
８
畳
＝
３
万

５
０
０
０
円
（
光
熱
水
費
込
み
、

食
事
な
し
。
ネ
ッ
ト
使
用
料
と
寮

生
会
費
は
別
途
必
要
）【
暖
房
費
】

12
〜
４
月
に
毎
月
１
２
０
０
円
□対

東
京
に
進
学
す
る
愛
媛
県
出
身
ま

た
は
愛
媛
に
ゆ
か
り
の
あ
る
男
子

学
生
（
大
学
、
大
学
院
、
専
門
学

校
、
予
備
校
そ
の
他
研
究
機
関
に

学
ぶ
人
）
で
入
寮
申
し
込
み
後
の

面
接
に
合
格
し
入
寮
契
約
書
（
連

帯
保
証
人
２
人
）
お
よ
び
入
寮
生

規
約
に
同
意
で
き
る
人
□定
13
人

（
先
着
順
）
□申
「
秋
山
兄
弟
生
誕

地
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

akiyam
a-kyodai.gr.jp/

）・
郵
送
。

入
寮
申
込
書
（
常
盤
同
郷
会
に
問

い
合
わ
せ
る
と
送
付
）
を
〒
790
０

８
０
１
歩
行
町
二
丁
目
３
―
６
常

盤
同
郷
会
本
部
事
務
局
へ
□問
常
盤

同
郷
会
本
部
事
務
局
（
橘
）
1
・

5
943
２
７
４
７

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

冬
場
は
輸
血
用
血
液
が
大
変
不

足
し
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る

人
の
た
め
に
新
成
人
ら
若
い
世
代

を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
大
街
道
献

血
ル
ー
ム
と
移
動
献
血
車
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
□問
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
1
973
０
７
０
０
・
5
971
３

４
７
８

日
を
除
く
）
ま
た
は
郵
送
。
願

書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
生
活

衛
生
課
〈
市
保
健
所
１
階
〉
に

あ
り
）
を
〒
790
０
８
１
３
萱
町

六
丁
目
30
―
５
生
活
衛
生
課
へ

□問
生
活
衛
生
課
1
911
１
８
０
８
・

5
923
６
６
２
７

上
水
道
の
水
圧
が
上
が
り
ま
す

水
道
の
水
圧
を
調
整
す
る
機
器

の
取
り
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
通
常
よ
り
水
圧
が

上
が
り
水
の
出
が
強
く
な
る
た
め

蛇
口
で
調
整
す
る
な
ど
し
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

【
区
域
】
左
地
図
の
升
目
部
分

①
市
坪
・
古
川
地
区
と
そ
の
周
辺

▼
期
間
＝
１
月
17
日
b
〜
18
日
c

②
素
鵞
・
石
井
・
久
米
地
区
と
そ

の
周
辺
▼
期
間
＝
１
月
19
日
d
〜

20
日
e

□問

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
1
977
０

１
９
８
・
5
977
０
６
６
８

生
ご
み
処
理
容
器
等
指
定

販
売
業
者
登
録
説
明
会

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
指
定

販
売
を
希
望
す
る
業
者
へ
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
新
規
登
録
希
望
者

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

□日
１
月
24
日
b
10
時
〜
、
14
時
〜

□会
市
役
所
本
館
11
階
大
会
議
室

□対
登
録
を
希
望
す
る
市
内
の
販
売

業
者

※
更
新
手
続
き
が
必
要
な
業
者
に

は
別
途
、
通
知

□問
清
掃
課
1
921
５
５
１
６
・
5
921

６
３
１
１

浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

□内
平
成
22
年
度
の
補
助
金
を
受
け

る
場
合
は
早
急
に
申
請
手
続
き
を

し
、
３
月
中
に
設
置
が
完
了
す
る

よ
う
に
工
事
を
進
め
て
く
だ
さ
い

（
補
助
金
の
申
請
受
け
付
け
・
交

付
は
年
度
ご
と
）
▼
浄
化
槽
設
置

費
補
助
金
＝
市
の
指
定
す
る
地
域

で
２
０
０
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人
に
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
（
11
〜
２
０
０
人

槽
は
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
設

置
替
え
の
み
。
新
築
は
10
人
槽
以

下
の
高
度
処
理
型
浄
化
槽
に
限

る
）

□問
環
境
指
導
課
1
948
６
４
４
０
・

5
934
１
８
１
２

第
13
回
自
在
市
場

□日
１
月
22
日
g
・
23
日
a
。
い
ず

れ
も
10
〜
16
時
□会
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
湊
町
七
丁
目
）

企
画
展
示
ホ
ー
ル
□内
環
境
啓
発
商

品
の
展
示
・
販
売
、
パ
ネ
ル
展
、

産
業
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
な
ど
▼
漁

夫
の
利
魚
料
理
教
室
□日
１
月
22
日

g
10
時
30
分
〜
13
時
□会
総
合
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
企
画
展
示
ホ

ー
ル
２
階
□内
タ
イ
丸
ご
と
一
匹
を

使
っ
た
料
理
教
室
□対
魚
が
上
手
に

さ
ば
け
な
い
人
□定
18
人
（
先
着
順
）

□料
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）、
エ
プ

ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
容
器
、
は
し
、
お

米
１
合
は
各
自
で
用
意
□申
往
復
は

が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・ｅ
メ
ー
ル
。
住

所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

番
号
を
〒
791
１
１
０
２
来
住
町
１

４
３
０
―
１
自
在
市
場
協
議
会

e-r-c@
wood.odn.ne.jp

へ
□問
自
在

市
場
協
議
会
1
・
5
905
８
５
５
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

□日
受
付
期
間
＝
２
月
１
日
c
〜
10

日
e
（
土
・
日
を
除
く
）。
直
接
、

中
予
地
方
局
（
北
持
田
町
）
７
階

ロ
ビ
ー
で
申
込
書
に
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
抽
選
日
＝

３
月
４
日
f
□問
県
営
住
宅
管
理
グ

ル
ー
プ
1
998
６
６
７
１
・
5
998
６
６

７
０放

送
大
学
生
募
集

テ
レ
ビ
な
ど
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
大
学
の
放
送
大
学

で
は
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
▼
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
人
や
学
ぶ
こ
と
を

楽
し
み
た
い
人
が
、
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
授
業
科

目
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
□申
２

月
28
日
b
ま
で
に
郵
送
で
出
願
書

な
ど
を
放
送
大
学
本
部
（
千
葉
市
）

へ
□問
資
料
請
求
な
ど
詳
細
は
〒
790

０
８
２
６
文
京
町
３
（
愛
媛
大
学

内
）
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ

ー
1
923
８
５
４
４
・
5
923
８
４
７
９

ネ
ッ
ト
で
申
告
・
納
税

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
所
得
税
、
法

人
税
、
消
費
税
な
ど
の
申
告
や
法

定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
の
交

付
請
求
な
ど
の
手
続
き
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
利
用
し
た
納
税
な
ど
も
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
す
る
こ
と
で
税
務
署
や
金
融

機
関
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
申
告
や
納
税

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
利
用
に

は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
　http://www.e-tax.

nta.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問
松
山
税
務
署
1
941
９
１
２
１

そ
の
他

お
知
ら
せ

重信川 
内川 

中川原橋 

中
央
公
園 

Ｊ
Ｒ
予
讃
線 

市
坪
駅 

椿中 

椿小 

松山中央高校 
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日 程 
１３：３０～ 
　１５：３０ 

　９：３０～ 
　１２：００ 
１０：００～ 
　１２：００ 

１０：００～ 
　１２：００ 

時 間 内　容 
認知症にならないコツ、脳卒中で倒 
れないコツ 
認知症の介護について 
～認知症の人との付き合い方～ 
高齢者の福祉 
～介護保険と高齢者施設について～ 
高齢者の福祉 
～成年後見制度について～ 
心と体のリフレッシュ 
～伊予の山の辺の道を歩こう～ 
財産管理と遺言 
～心の記録ノートをつくろう～ 

 

と
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わ

食中毒にご注意を!!

□問生活衛生課 
　 1911－1808・5923－6627

ノロウイルス食中毒 
注意報発令中 

ノロウイルス食中毒 
注意報発令中 

ノロウイルス食中毒 
注意報発令中 

　ノロウイルスによる食中毒や感
染性胃腸炎は１～２月ころに多く
発生します。次のポイントを守り
食中毒を予防しましょう。 
 【予防のポイント】 
○調理前、トイレ後の手洗いの徹底 
○清潔なタオルなどを使用する 
○まな板、包丁、ふきんなどは熱湯や
　次亜塩素酸ナトリウムで消毒（ア
　ルコール消毒には抵抗性が高い） 
○食材は十分に加熱（８５℃、１分間
　以上） 
○下痢、嘔吐、腹痛、発熱など症状
　があったときは、調理行為を控える 

おう  と 


